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特
集 2050年に向かう自動車材料の革新 ―軽量化・電動化・循環型社会への挑戦―

発行日（発行月1日）よ
り特集記事の抄録を
スマートフォンでご
覧いただけます．

簡易試験体を用いた衝突性能評価手法の
開発と破断予測技術の検証
相藤孝博・河内　毅 （日本製鉄） 92

業界初100本マガジン搭載小型マシニング
センタの開発と環境性能の紹介
石黒秀幸・田中博之 （ブラザー工業） 110
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Hot Topics  旬な話題を集めました
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⃝総括展望
材料部門委員会の最新ロードマップ
─2050年の未来像
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スポットライト 京都市郊外で見えてきた太陽光発電と電気自動車による都市脱炭素の現実解─国内およびアジア都市への展開可能性─
小端拓郎（東北大学大学院） 134

超 の 世 界 ベクトルパルスマグネットを開発─物質の異方的磁気応答を可視化する新ツール
池田暁彦・野田孝祐（電気通信大学） 132

車名・型式 ポンチョドット
（コンセプトカー，ベース車両：

日野デュトロ Z EV）
全長(mm) 4,850
全幅(mm) 1,800
全高(mm) 2,350
車両重量(kg) ─
車両定員(名) 11
最小回転半径（m） ─
総排気量（L） ─
最高出力
（kW/rpm） 50kW（交流同期電動機）

最大トルク
（Nm/rpm） ─

バッテリー リチウムイオンバッテリー
充電走行距離 150 km（WLTCモード）

ポンチョドット（コンセプトカー）
　「日野デュトロZEV」をベースにした地域の移動課題解決に貢献
するコンセプトカーです．運転のしやすいコンパクトサイズでありな
がら人も物も一緒に運べ，買い物・送迎・物流など，幅広いシーンで
賢く使えます．

本誌アンケートのお願い
読者の皆様へ

皆様の声をお聞かせください

アンケートの
ご回答はこちら 設問は6問、3分ほどでご回答いただけ

ます！

●電子ブックの印刷
時は, 高解像度版
PDFをご利用くだ
さい.
●PDFのテキストコ
ピー機能はご利用

会誌電子ブックのご案内

自動運転×防災
次号特集

自動運転に関する技術がどう防災や減災に貢献するか？
「対応力を高め，対峙し，活かす」視点から紹介します．

乞うご期待！！
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大変革期の自動車産業において，材料技術が新たな価値を生み出し，
持続可能な社会の実現に貢献しています．
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学生フォーミュラの
日 々 そ し て 今

学生だからこそできる挑戦！
坂本優亮（TOYOTA RACING GmbH） 138




